遠隔テレビ会議システムを活用した協働授業のあり方― 平和を題材とした日本語教育で何を重視すべきか ― by 中西　 久実子 & 長谷 邦彦
〈Summary〉
  In this article, we will present how we practiced co-operative lessons by using 
teleconference system and what is important to make the lessons effective to the participants. 
We carried out distance classes by using teleconference system in five universities in 2014. As 
a result, we clarify the following two important factors to make the lessons active and 
successful; 1） We have to have non-native speakers of Japanese as well as native speakers of 
Japanese participate in the co-operative lessons. 2） Discussion in the co-operative lessons 
should be shared by the various participants who have different background. These two factors 
make the co-operative lessons active and through the co-operative lessons, we can raise young 
students who realize the importance of peace and who will pass it on to the next generations.


















































































































5 4 3 2 1 無回答 合計
???????協働学習① 大学生（26名） 14 9 2 0 0 1 26
協働学習②
大学生 9 23 5 0 0 0 37
一般
市民
60代 3 0 0 0 0 0 3
40代，20代 2 0 0 0 0 0 2



















中国（3名） 2 1 0 0 0 0 3
韓国（1名） 0 1 0 0 0 0 1
米独（2名） 2 0 0 0 0 0 2
ロシア（2名） 0 2 0 0 0 0 2
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質問 2 質問 3
a b c d e f g a b c
???????協働学習① 大学生（26名） 11 9 12 16 19 2 8 5 17 0
協働学習②
大学生 21 15 11 21 34 2 13 15 2 25
一般
市民
60代（2名） 3 2 3 3 2 3 3 1 2 4
20－40代（2名） 2 3 1 3 3 0 3 0 0 2
小計 26 20 15 27 39 5 19 16 4 31
合計 37 29 27 43 58 7 27 21 21 31
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質問 2 質問 3






中国（3名） 1 1 1 1 1 2
韓国（1名） 1 1 1 1
米独（2名） 1 1 1 2 2 1 2 2 1
ロシア（2名） 1 2 2 2 1 1 1
フィンランド（3名） 1 2 2 2 3 1 3 2 1
3 4 4 7 7 3 6 6 5 6
　次に表 4を見られたい。
 表 4　質問 4　普通の爆弾と核爆弾はどう違うか知っていますか。
質問 5　2012年に国連軍縮局が被爆者の証言のサイトを作ったことを知っていますか。
質問 4 質問 5
a　知っている b　知らない a　知っている b　知らない
???????協働学習① 大学生（26名） 19 7 2 22
協働学習②
大学生 18 20 1 39
一般
市民
60代（2名） 3 0 1 1
20－40代（2名） 2 0 1 0
小計 23 20 3 40
合計 42 27 5 62
質問 4 質問 5






中国（3名） 3 1 1 1
韓国（1名） 1 1
米独（2名） 1 1 2
ロシア（2名） 1 1 2
フィンランド（3名） 3 3












大学生（26名） 16 7 1 0 1 1 26
協働学習
②
大学生 26 8 0 1 0 3 38
一般
市民
60代（2名） 2 0 0 0 0 1 3
20－40代（2名） 2 0 0 0 0 1 3






















中国（3名） 2 1 3
韓国（1名） 1 1
米独（2名） 1 1 2
ロシア（2名） 2 2



















大学生（26名） 23 3 0 0 0 0 26
協働学習
②
大学生 23 13 0 0 0 2 38
一般
市民
60代（2名） 0 0 0 0 1 3
20－40代（2名） 1 1 0 0 0 1 3



















中国（3名） 3 0 0 0 0 0 3
韓国（1名） 0 1 0 0 0 0 1
米独（2名） 2 0 0 0 0 0 2
ロシア（2名） 2 0 0 0 0 0 2









　以下の表 7～表 9に示すのは，質問 7「このディスカッションは具体的にあなたにどんな利点
がありましたか。」の回答である。まず，表 7を見てみよう。
表 7　日本語や英語（会話，文法，語彙）の熟達度が向上した




大学生（26名） 1 9 8 4 1 1 24
協働学習
②
大学生 1 4 5 4 2 3 19
一般
市民
60代（2名） 1 1 0 0 0 2 4
20－40代（2名） 0 0 1 0 0 2 3






















中国（3名） 1 2 0 0 0 0 3
韓国（1名） 0 0 0 1 0 0 1
米独（2名） 2 0 0 0 0 0 2
ロシア（2名） 0 2 0 0 0 0 2























大学生（26名） 1 9 8 4 1 1 24
協働学習
②
大学生 4 6 7 1 0 0 18
一般
市民
60代（2名） 0 2 1 0 0 0 3
20－40代（2名） 1 0 0 0 0 0 1






















中国（3名） 2 1 0 0 0 0 3
韓国（1名） 0 1 0 0 0 0 1
米独（2名） 1 1 0 0 0 0 2
ロシア（2名） 1 1 0 0 0 0 2





















大学生（26名） 11 9 8 4 1 1 34
協働学習
②
大学生 3 6 6 1 0 0 16
一般
市民
60代（2名） 2 0 0 0 0 1 3
20－40代（2名） 0 1 0 0 0 2 3






















中国（3名） 0 3 0 0 0 0 3
韓国（1名） 0 0 1 0 0 0 1
米独（2名） 2 0 0 0 0 0 2
ロシア（2名） 1 1 0 0 0 0 2















8　After you took part in today’s session, how have your views changed concerning the 









  （1）  以前からこの問題に興味を持っていましたが，今回中国出身の人の話を聞けて，戦争，
原爆を日本だけの面でなく，もっと広い視野で見れたことがよかったです。（日本人大
学生，英米語学科 4年，20代）













  （3）  自分が想像していたものよりもひどい出来事だった。（日本人大学生，英米語学科 2年，
20代）
  （4）  No amount of grading history or watching documents can match the power of meeting a 
few survivors. The impact is not something I can import to others, but I can refer them to 










































  （5）  今まで，原爆についての知識があまりないです。私は四国の原子力発電所に見学したこ
とがあります。しかし，それは原爆と少し違うので，今回はこのディスカッションを通
して「平和の世界」がとても大切だと思いました。（学部 4年，20代）






  （7）  変化はない。被爆者の体験談は縁あって何度も聞いた。その話のほとんどの共通するの
は，原爆の威力，その恐ろしさであった。爆発直後の現場の悲惨さ，語っているときの
表情は忘れがたい。（日本人大学生，英米 2年）
  （8）  原爆や核兵器に対する恐怖や憎悪の気持ち，平和を求める気持ちは変わらない。（英米
2年）
　非日本語母語話者でも平和教育を受けてきた参加者は劇的な意識変化はなかったと述べている。
  （9）  My beliefs remain the same. I still believe they are too dangerous for this world. The 
conception of these weapons was a severe mistake.（留学生別科，20代））
　しかし，事前に平和教育を受けていたか否かにかかわらず，（10）（11）（12）のような具体的
な行動を積極的に提案する参加者もみられた。
 （10）  言語を通じて，原爆や戦争の恐ろしさを中国の人々に伝えたいと思います。（中国人留
学生（学部 4年，30代））
 （11）  先生として子供の知識を高めるために原爆について学生に言わなければならない。（学
部 4年，20代）
 （12） ロシア語でほんやくしたいと思います。（学部 4年，20代）
　また，（13）（14）（15）のように核問題を重視し，知識や議論を共有する場が必要であること
を主張する参加者もいた。
 （13）  In case I enter politics, it will be a topic discuss on an international, very opinionated level. 
But even in any intercultural environment dealing with this universal and terrifying issue 
will be a challenge that helps us to realize world peace and exchange our knowledge.（ド
イツ人留学生（留学生別科，20代））






 （16）  It inspired me to reconsider my judgment on whether the atomic bombings were justified 

























 1）  本稿で集計・分析したアンケート調査についてはデータが少なく，信頼性に欠ける点は否
めない。今後の課題として，翻訳授業や「はだしのゲン」を活用した授業などで各地の取
り組みについて統一的な設問の設定などを積み上げ，データを蓄積していく必要がある。






















2） 筆者らは 2014年 1月に設立された「被爆者証言の世界化ネットワーク（Network of 








育 ― ネウストプニーのインパクト ―』pp. 353‒369，明治書院．














国際社会における課題と可能性」（於：香港大学専業進修学院）平成 26（2014）年 11月 15日
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由井紀久子（2003）「接触場面における言語現象の多元性 ― 教材バンクの開発を目指して ―」
宮崎里司・ヘレン　マリオット（編）『接触場面と日本語教育 ― ネウストプニーのインパク
ト ―』pp. 371‒381，明治書院．
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